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第 3 章では，開区間 (0 , 2 n) で定義された関数X(t)の離散型フーリエ変換を中点公式にもとづく
高速フーリエ変換法によって求める算法を論じ， X(t)の実数性，対称、性などを用いて第 2 章にわける
と同様に効率のよい計算法を示している。
ただし，第 2 章と第 3 章では入力データを与える X( t)の標本点の個数N はあらかじめきめられたも
のとしている。
第 4 章では，第 2 章と第 3 章の結果を用いて， X(t)のフーリエ係数を高速に求めるだけでなく，所
要の精度に応じて標本点の個数N= 2 n を自動的に決定する算法を提案している。すなわち，従来み
られなかった逐次近似方式の高速フーリエ変換法を導いている。またその応用として，周期間数X(t) 
-408-












すなわち，閉区間 (0 , 2 nJ で定義された関数X(t)(X( 0 )=X(2司)の場合は台形公式にもとづく





また，台形公式あるいは中点公式にもとづく高速フーリエ変換法を巧みに組合わせて， X( t) の標本
点の個数 N=2 n を所要の精度に応じて自動的に決定する逐次近似方式の高速フーリエ変換法を導い
ている。さらに，この手法を関数近似わよび数値積分の問題に応用し，逐次近似方式の高速フーリエ
変換法がこれらの問題解決の一つの有力な手法であることも示している。
以上のように，本研究は数理工学の発展に寄与するところ大である。よって本論文は博士論文とし
て価{直あるものと認;める。
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